
令和元年度～令和５年度観測研究計画

課題番号：NGY 07

（１）実施機関名：

名古屋大学

（２）研究課題（または観測項目）名：

御嶽山地域の防災力向上の総合的推進に関する研究

（３）関連の深い建議の項目：

4地震・火山噴火に対する防災リテラシー向上のための研究

(2)地震・火山噴火災害に関する社会の共通理解醸成のための研究

（４）その他関連する建議の項目：

5 研究を推進するための体制の整備

(2)総合的研究

オ. 高リスク小規模火山噴火

(6)社会との共通理解の醸成と災害教育

（５）総合的研究との関連：

高リスク小規模火山噴火

（６）平成 30年度までの関連する研究成果（または観測実績）の概要：
新規研究

（７）本課題の５か年の到達目標：

2014年御嶽山噴火後の御嶽山地域において、地元ステークホルダーを主体とした総合的防災力推進に

研究機関として貢献する方法論の確立のため、そのプロセスに関する記録を残すとともに有効性を検

証する。ステークホルダーの代表として、御嶽山火山マイスターを対象として、名古屋大学御嶽山火

山研究施設と連携した活動に焦点を絞る。不確実性が高い情報を受けた際に、専門家からどの様な情

報を提供するのか、地元ステークホルダーはどの様な対応をとり得るかに着目する。研究期間の前半

３年間は長野県からの寄附による名古屋大学御嶽山火山研究施設が運営されており、その期間に地元

と名大との顔の見える関係を構築し長期的に継続できるものにすることとし、その成果としての後半

２年間を検証する。

（８）本課題の５か年計画の概要：

名古屋大学環境学研究科地震火山研究センターに御嶽山火山防災寄附分野が設置されている３年の間

は、御嶽山火山研究施設に専門家（名古屋大学特任准教授）と長野県からの出向職員（名古屋大学研

究協力員）が御嶽山地域に常駐するので、その期間に地元との顔の見える関係（火山マイスター制度

を通じた火山リテラシーの向上）を図るとともに、名古屋に常駐する研究者と火山マイスターや地元

防災担当者との良好な連携体制を築く。後半の２年間では、その関係を維持・発展させるための取り

組みを行う。５年間を通じたプロセスの記録と課題の抽出を行い、パイロットケースの成果として残



す。活動を記録する作業は、専門家の指導のもとで主に外部に委託し、研究者の負担軽減を図る。ま

た部会全体としての研修プログラム構築に知見を提供する。

初年度から３年間は、御嶽山火山研究施設の常駐専門家が中心となり、長野県や地元防災担当者の協

力を得ながら、御嶽山火山マイスター等の火山リテラシー向上に貢献する。具体的には火山の基礎知

識、御嶽火山や御嶽山地域の自然に関する知識、噴火予知連絡会の資料の読み解き等を通じた火山活

動やハザードの理解、御嶽山火山防災協議会や御嶽山緊急砂防計画検討会との交流を企画する。火山

マイスターは長野県のみならず今後は岐阜県側からの参加も想定されているため、御嶽山地域全域へ

の火山リテラシー向上の足がかりになる。また年に１－２回、名古屋大学の研究者との交流の機会を

作り、寄附分野終了後につなげる。

４～５年度は、火山マイスターや地元の防災担当者と協力しながら、年３－４回程度の交流を進める。

また年３回開催される噴火予知連絡会本会議資料の読み解きなどを通じ、定期的に顔を合わせる関係

を構築する。

（9）実施機関の参加者氏名または部署等名：
　名古屋大学 　山岡耕春・國友孝洋・田ノ上和志（長野県からの出向）

他機関との共同研究の有無：有

信州大学教育学部 　竹下欣宏 　　（火山地質学の観点から）

山梨大学総合研究部 　秦康範 　　（災害情報学の観点から）

兵庫県立大学減災復興政策研究科 　阪本真由美 　（防災・防災教育の観点から）

（10）公開時にホームページに掲載する問い合わせ先
部署等名：名古屋大学環境学研究科地震火山研究センター

電話：052-789-3046

e-mail：

URL：www.seis.nagoya-u.ac.jp

（11）この研究課題（または観測項目）の連絡担当者
氏名：山岡耕春 　

所属：名古屋大学環境学研究科地震火山研究センター


